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災害発生！ バラバラな連絡方法で混乱！

災害時支援

クラブの維持と奉仕活動

会員数の減少と高齢化 奉仕活動の拡がり不足 地域住民に届く情報発信が不足

全てを把握
するのは無理！

■ ライオンズクラブの課題

安否確認の一斉収集が必要 連絡網の階層化、初動の標準化が必要 要請・物資情報の可視化が必要

他団体・企業との共同実施が必要 地域ニーズの収集→企画へ直結が必要 募集→参加→報告をアプリで一気通貫

知らない
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■ 課題を解決するために！

緊急時の連絡方法を一本化 “誘う人がいない”を超える We Serve のアップデート

複合地区ゾーン

キャビネット 全国クラブ内 ライオンズ 地域団体

共に活動

地域との協働が接点を生み
自然な出会いが入会に変わる

連絡 協働 発信

連絡・協働・発信の一本化で
奉仕はもっと届く

活動の可視化が共感と支援を呼び
次の奉仕の燃料になる

解決はDXで
“つながり”

の作法を変える

候補は２つ

新会員獲得 奉仕活動→広報
で拡大の好循環

達成



利用者数が多い
日本全国で約9,500万人以上が利用。
ほぼ全世代に普及している。

組織管理の厳格さ
グループ作成やメンバー追加は管理者のみ可能。

勝手なグループ乱立や部外者参加が防げる。

無料で利用できる
基本機能は無料で利用でき、通信コストも低
い。

多機能である
音声通話・ビデオ通話・決済・スタンプなど、
日常利用での利便性が高い。

利用開始が容易
既存アカウントでそのまま利用でき、導入
ハードルがほぼゼロ。

外部サービスとの連携
他サービスとのAPI連携や公式アカウント運用
が可能で、幅広い用途に対応。

安否確認機能
回答結果を個人単位・組織単位で瞬時に集計で

き、上位組織から下位組織まで一括で確認可能。

階層的な情報伝達
上位組織 → 下位組織の全員に一括送信、その

回答を組織ごとに集計。広域の災害対応に最適。

広告や外部情報の排除
防災・見守り専用設計のため、広告や娯楽的コ
ンテンツが流入せず、目的外利用が起きない。

利用者のITリテラシー対応
高齢者向けにボタンや操作をシンプル化。
間違った操作や情報漏れのリスクを低減。

■それぞれの優位性を活かして「使い分け」をすることで、組織の公式連絡と、仲間とのコミュニケーションが両立

LINEを利用するケース

・個人間のカジュアルなやり取り、日常的なコミュニケーション、多機能を活用した雑談。

ミテルライフを利用するケース

・防災、安否確認、公式組織連絡など、「情報の正確性・一斉集計・管理権限」が重視されるケース。
・ライオンズクラブ、自治会、自治体、ボランティア団体等、組織の公式連絡網。組織間連携による大規模連絡網。

■ ミテルライフとLINEの比較

緊急時連絡体制を、なぜLINEで構築しないのか、機能・運用面・信頼性という３つの視点で比較
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■ ミテルライフとLINEの比較

緊急時連絡体制の構築（情報伝達方法）で比較

ミテルライフで災害時の連絡

災害対策本部グループ

地区災害支援委員

LCグループ

LC三役

LCメンバー

LC連絡グループ

・本部からの一斉送信で全てのメ
ンバーに情報がダイレクトに届く。

・全てのメンバーからの回答、または
既読未読の情報がLC三役、ZCP、
本部のそれぞれで確認できる。

ZCP

LCグループ

LC三役

LCメンバー

LCグループ

LC三役

LCメンバー

LCグループ

LC三役

LCメンバー

ZCP

災害対策本部グループ

地区災害支援委員

ZCP

LC連絡グループ

ZCP LC三役

LCメンバー

LC連絡グループ

ZCP LC三役

LCメンバー

ZCPが災害対策本部グループで
得た情報を担当のLC連絡グ

ループに書き込む

・中継者が必要なため、タイムラグや
伝達洩れが発生しやすい。

・中継者が被災、不在の場合、情報が
止まる。

・誰が情報を確認できたか不明
・重要な情報が雑談に埋もれる

LINEで災害時の連絡
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■ ミテルライフを通じた地域連携

地域団体との連携で、奉仕活動の範囲・規模拡大、新規会員獲得機会増大、企業からの事業費獲得

つながる 献血・献眼 障がい者支援

薬物乱用防止
青少年育成

ライオンズクラブ
ボランティア団体

地域企業

災害支援

奉仕活動の範囲と規模の拡大

自治会

地域企業

＝

新たな奉仕活動の創出

例えば…

災害時ペット保護 農業x福祉 循環
地域の協働奉仕で

受益者増大

協賛

奉仕
活動

会員
獲得

広報
活動

事業費
拡大

地域団体との協働で奉仕活動
の範囲と規模が拡大する

協働ボランティアで新規
会員候補との接点が拡大する

アプリ連携で自治会の住民に
活動報告や参加依頼を送信

奉仕活動の規模拡大で企業
からの協賛が得やすくなる
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■ ミテルライフの主要機能
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わたし

❶
❷ ❸

❹

❺
わたしの属性

❶ 浦安ライオンズクラブのLCア
ラート委員長

❷ 333-C地区災害支援副委員長

❸ 会社のシステム部に所属

❹ 同居の母が認知症のため包括支援センター
と情報共有

❺ 家庭では世帯主として妻と長女が同居、
長男は北海道で1人暮らし、私の母は静岡
で1人暮らし
妻の両親が名古屋で暮らす。

同居

長
男

北海道

母

静岡

父 母

名古屋

家庭では世帯主として妻と長女が同居、
長男は北海道で1人暮らし、私の母は静岡
で1人暮らし
妻の両親が名古屋で暮らす。

■ 利用者から見たミテルライフ
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地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計

■所属とは
組織内で自由に作成できるグループであり、
組織のメンバー、および組織外で必要な
人々を直接の連絡対象として参加させるこ
とができる。

■傘下組織とは
上位組織からのお知らせや安否確認等、
傘下組織のメンバー全員に一斉送信できる。
上位組織から招待し、傘下組織が承諾する
ことで組織連携が可能になります。

送信先を選択してメッセージを送信

ガバナーチーム

全ての所属

地区災害支援委員会

地区◯◯委員会

災害時連絡Ｇ

各クラブ会長

地区◯◯委員会

ＺＣＰ

全ての組織

1R1Z 市川LC

◯R◯Z ◯◯LC

12R1Z 茂原中央LC

✓

✓

✓

地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計

ZCP
地区災害支援委員

クラブ三役
LCアラート

地区災害支援委員 クラブ三役

ZCP

三役

メンバー

市川LC

三役

メンバー

市川東ＬＣ

メッセージの送信および回答だけでなく、
トークグループ内で双方向の情報交換が
できる

メッセージの送信および回答のみできる
安否確認時は各傘下組織の安否状況を把握
することができる

災
害
時
連
絡
Ｇ

…

三役

メンバー

茂原中央ＬＣ

…

■ 組織運営プラットフォームとしてのミテルライフ
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第１階層

第２階層

第３階層

日本ライオンズ

アラート委員会

331複合地区

アラート委員会

330-C地区

アラート委員会

東京瑞穂LC

LCアラート

330複合地区

アラート委員会

330-A地区

アラート委員会

東京LC

LCアラート

日本ライオンズ

執行理事会

アラート委員会

330複合地区

331複合地区

330複合地区

日本ライオンズアラート委員

国際理事、LCIF理事・・・

各複合地区議長、アラート委員

33●複合地区

ガバナー協議会

アラート委員会

33●-A地区

33●-B地区

33●-E地区

アラート委員

議長、副議長、幹事、会計

各地区ガバナー、地区アラート

33●-●地区

地区ガバナー等

アラート委員会

単位クラブ1

単位クラブ2

単位クラブn

地区アラート委員

地区ガバナー、幹事、会計

各クラブ会長、LCアラート

第１階層

第２階層

第３階層

■ アラートネットワークの構築
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